
 売上は過去最高を更新、利益は計画を上回って着地 第72期 経営成績

連結決算ハイライト
当期は、各国におけるウィズコロナ政策により世界経済は緩

やかな回復が見られたものの、部材および資源価格の高騰や
サプライチェーンの混乱、欧米での金融引き締めにより、景気
の先行きは不透明な状況で推移しました。

国内では、感染拡大の状況により医療機関への負荷が変動す
る中、昨年４月の診療報酬改定に基づき、新興感染症等に対応で
きる医療提供体制の構築や医療従事者の働き方改革等が推進
されました。海外では、米国や英国などで看護師不足が深刻化
する中、医療従事者の負荷軽減に資する医療機器の需要は概ね
堅調に推移しました。

当期の売上高は前期比0.7%増の2,066億3百万円となりま
した。利益面では、部材価格等の上昇や売上構成の変化による
売上原価率の上昇、人員の増強および営業・サービス活動の正
常化に伴う販管費の増加により、営業利益は前期比31.9%減の
211億2千万円、経常利益は前期比30.2%減の241億2千2百万
円、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比27.0%減の171
億1千万円となりました。

＜国内市場＞
国内売上高は前期比0.4%減の1,357億3千4百万円となりま

した。市場別の取り組みを強化するとともに、消耗品・サービス
事業の強化に注力しました。検査・手術件数の回復や設備投資
の再開により、生体計測機器や検体検査装置は好調に推移した
ものの、前期に感染症対応のため整備が進んだ生体情報モニ
タや人工呼吸器の反動から減収となりました。市場別では、大
学市場、診療所市場は堅調に推移した一方で、官公立病院、私立
病院市場が前期実績を下回りました。

＜海外市場＞
海外売上高は前期比3.0%増の708億6千9百万円となりまし

た。現地通貨ベースでは全ての地域が減収となりましたが、円
安効果により円ベースでは増収となりました。前期に感染再拡
大地域で需要が増加した生体情報モニタ、人工呼吸器の反動に
加え、昨年3月末から5月末の上海ロックダウンの影響を受けま
した。地域別では、米州、欧州が円ベースでは増収となりました
が、アジア州他は前期実績を下回りました。

❷ 生体情報モニタ 生体情報モニタ、臨床情報システム、関連の消耗品、
保守サービスなど

国
内

前期に需要が好調だった送信機、医用テレメータの反動により減収と
なりました。臨床情報システムは好調に推移し、センサ類など消耗品
も堅調でした。

海
外

前期の需要増加の反動により減収となりました。全ての地域が現地
通貨ベースでは減収でしたが、米州、欧州は円安効果により前期実績
を上回りました。

❶ 生体計測機器
脳波計、筋電図・誘発電位検査装置、心電計、心臓カテー
テル検査装置、診断情報システム、関連の消耗品、保守
サービスなど

国
内

診断情報システムは前期実績を下回ったものの、心臓カテーテル検
査装置群、脳神経系群が二桁成長となり、心電計群も堅調に推移し
ました。

海
外

心電計群は上海ロックダウンによる現地生産への影響もあり全ての
地域で減収となりましたが、脳神経系群が好調に推移しました。

❹ その他 血球計数器、臨床化学分析装置、超音波診断装置、関連の消耗
品、設置工事・保守サービスなど

国
内

医療機器の設置工事・保守サービス、検体検査装置が好調に推移した
一方、現地仕入品は減収となりました。

海
外 中南米、欧州で血球計数器・試薬の売上が大幅に伸長しました。
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商品群別
売上高構成比
【第72期】
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国
内

感染症対応のための需要が一巡した人工呼吸器、更新需要の谷間に
あったAEDが前期実績を下回ったことから、減収となりました。除細
動器、アブレーションカテーテルは好調に推移しました。

海
外

AEDが底堅い需要に支えられ全ての地域で大幅に伸長し、増収とな
りました。人工呼吸器、除細動器は感染症対応のための需要が一巡し
前期実績を下回りました。

❸ 治療機器
除細動器、AED、人工呼吸器、心臓ペースメーカ、麻酔器、人工
内耳、アブレーションカテーテル、関連の消耗品、保守サービ
スなど

商品群別の概況（連結）
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連結決算ハイライト 本資料に記載されている内容は、将来に関する前提、見通し、計画に基づく予測が含まれており、当社としてその
実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

地域別売上高構成比
【第72期】
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地域別の概況（連結）
米州では、米国が円ベースでは増収となったものの、中南米はメキシコ、チリを中心に減収となりました。欧州では、現地通貨

ベースでは減収となりましたが、円ベースでは増収となりました。ドイツ、イギリスは好調に推移しましたが、フランス、スペインが
低調でした。アジア州他は、前期に好調だったエジプト、インド、ベトナムでの反動により減収となりました。中国も、昨年12月の
感染再拡大により生体情報モニタ等の整備が進みましたが、上海ロックダウンの影響を補うには至らず減収となりました。

利益配分に関する考え方
優先順位については、①研究開発や設備投資、M&A・提携、人財育成など将来の企業成長に向けた投資、②配当、③自己株式取得と
しています。配当については、連結配当性向は30%以上を目標としています。
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